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鎌
倉
幕
府
が
倒
れ
建
武
政
府
が
成
立
し
て

間
も
な
い
建
武
元
年
九
月
、後
醍
醐
帝
の
新
政

府
は
越
前
守
護
に
名
族
足
利（
斯
波
）尾
張
守

高
経（
以
下
斯
波
高
経
）を
補
任
す
る
。 

し
か
し
、後
醍
醐
帝
の
施
策
は
実
情
に
合
わ

ず
、寺
社
、武
士
な
ど
人
心
の
支
持
を
失
い
、つ

い
に
足
利
尊
氏
と
の
衝
突
に
発
展
す
る
。
越
前

守
護
斯
波
高
経
は
当
然
な
が
ら
足
利
尊
氏
を

支
持
し
、行
動
を
共
に
す
る
。
足
利
派
と
後
醍

醐
派
の
永
い
戦
い
の
始
ま
り
で
あ
る
。 

越
前
で
は
「
金
ヶ
崎（
敦
賀
）攻
防
戦
」
、「
府

中（
武
生
）攻
防
戦
」「
足
羽
七
城
の
戦
い
」
な

ど
が
知
ら
れ
、後
醍
醐
派
と
し
て
越
前
に
入
っ

た
新
田
義
貞
と
越
前
守
護
斯
波
高
経
が
死
闘

を
繰
り
広
げ
る
。 

金
ヶ
崎
の
戦
い
で
城
兵
を
残
し
た
ま
ま
杣
山

に
脱
出
し
た
新
田
義
貞
は
、建
武
５
年
２
月
、南

朝
全
国
一
斉
蜂
起
に
応
え
、府
中（
武
生
）を
押

さ
え
る
守
護
斯
波
高
経
を
破
り
国
府
を
占
領
。

こ
の
た
め
守
護
高
経
は
足
羽
庄
一
帯
に
追
い
込

ま
れ
、拠
点
黒
丸
城
に
拠
っ
た
。 

し
か
し
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
合
戦
は
結
着
を

み
な
い
ま
ま
長
期
化
し
、義
貞
は
閏
７
月
２
日
、

守
護
高
経
の
黒
丸
城
に
相
対
す
る
燈
明
寺
城

か
ら
僅
か
五
十
騎
を
率
い
て
出
撃
し
た
。
高
経

に
味
方
し
て
い
た
平
泉
寺
が
立
て
籠
も
る
藤
島

城
攻
撃
の
応
援
に
赴
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、途
中
で
藤
島
城
防
衛
の
応
援
に

黒
丸
城
よ
り
出
撃
し
た
守
護
高
経
配
下
の
細

川
出
羽
守
の
部
隊
三
百
余
騎
に
遭
遇
、戦
闘
と

な
り
、眉
間
に
矢
を
受
け
あ
っ
け
な
い
最
期
を
遂

げ
た
の
で
あ
る
。 

も
っ
と
も
守
護
方
も
、は
じ
め
は
討
ち
取
っ
た

敵
方
の
将
が
義
貞
と
は
わ
か
ら
ず
、守
護
高
経

が
確
認
し
て
義
貞
本
人
と
判
っ
た
。
高
経
は
時

宗
の
僧
に
遺
体
を
収
容
さ
せ
、長
崎
称
念
寺（
丸

岡
）で
葬
儀
を
執
り
行
な
わ
せ
て
い
る
。 

江
戸
明
暦
年
間
、福
井
藩
軍
学
者
井
原
番

右
衛
門
は
、こ
の
地
で
掘
り
出
さ
れ
た
古
い
兜

を
義
貞
の
も
の
と
し
て
鑑
定
。こ
れ
を
受
け
越

前
藩
主
松
平
光
通
は
、「
新
田
義
貞
戦
死
此
所
」

と
い
う
塚
を
建
て
た
。こ
れ
が
現
在
の「
新
田
塚
」

の
始
ま
り
と
な
る
。
新
田
氏
の
末
裔
を
称
す
る

徳
川
氏
、特
に
幕
府
に
対
し
て
の
福
井
藩
の
政

治
的
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
が
あ
っ
た
。 

兜
の
真
贋
や
義
貞
の
燈
明
寺
城
の
所
在
は

不
明
で
あ
る
が
、地
理
的
に
戦
没
場
所
が
こ
の

付
近
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。昭

和
３０
年
代
ま
で
は
付
近
一
帯
は
水
田
で
あ
っ
た
が
、

今
は
市
街
化
さ
れ
て
、唯
一
史
跡
だ
け
が
往
時
を

偲
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 
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